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第 2 章では，OJT 及び計画的 OJT に関する先行研究を概観している．その上で，計画的 OJT
のタイプや効果の内容について調査し，これらの定義を明らかにすると共に，質問紙調査の内容や
調査対象を精査している．さらには，本研究の位置づけを明確にしている． 
第 3 章では，計画的 OJT の直接効果と間接効果の検討を行っている．OJT 担当者と OJT 対象者
を対象に因子分析で構成概念における各因子を抽出している．その後，共分散構造分析により，因
子間の関係、計画的 OJT の直接効果及び間接効果を明らかにしている．第 4 章では，職務経験に
よる計画的 OJT の効果の比較を行っている．ここでは，職務経験１年目，２年目の計画的 OJT の











教育訓練を実施する計画的 OJT の導入率は 6 割を超えている．本研究は，このような社会のニー
ズに合致したテーマと言える． 
本研究は，専門的職業における計画的 OJT を対象として実施している．具体的には，計画的な














 論文審査委員会による最終試験を平成 28 年 2 月 2 日に実施し，全員一致で合格と判定した． 
 
【結論】 
よって，著者は博士（経営学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める． 
 
 
 
 
